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欧洲を巡 り て (1)

瀬木紀男

T. SEGI: My visit to Europe (I) 

筆者は欧洲各国に於ける藻類学関係の大学・研究所を歴訪し，主として

PolysiPhonia， Gelidium， PorPhyra等のタイプ及び重要標本の調査研究を

行い，.E!.つアイ Jレラツドの第3回国際海藻VYポジクムIC出席するため，在

外研究員として昨夏渡欧する機会を得た.近時航空機の著しい発達lとより割

合短期間に 11カ国を訪れ，多数の標本を精査・撮影し，又夏季休暇中にも拘

らず多くの事類学者と会見し，能率的な調査研究を行う事が出来た。以下寵

類学関係に重点を置いて，順次その経過報告をする次第である.

(1) アイルランドへ

北極廻りの SAS機で8月初め羽田をとひ'立ち，ベルリン，ロンドシ経

由まずダブリ Y!C向った。途中機上から朝霜のベーノレを透して見る途かなる

アラスカ大陸，壮大な北極・流氷群の景観，ベJレ!JY，殊に東ベルリン地区
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瀬木 . 欧洲を巡 りて ( 1 ) zl 

のパスによる皮櫨見学等(第2次大戦の爆撃による)は生涯忘れ得ぬ印象を残

した。8月12日午後， ダプリ ンからゴノレクェイへの車中， 早くもカナダの

M ACFARLENE女史， ノーJレクェ イの BAARDSETH失安と同来し vソポグク

ムの話lζ花が咲きつつ夕方ゴノレクェイ lζ到着した。釈から大学の LEE女史IC

迎えられてホテル[ζ着き，その夜早速市主催のνセプν:!:/ Iζ臨んだ。長い

間文通のみで知り合っていたプラ ンスの FELDMANN博士， スクェーデ Yの

KYLlN夫人，乙の国の DILLON 博士，OHEoCHA氏他著名な海部学者と初め
て感激的な会見を行ったが，何しろ初対面の為，僅かに胸Kつけた小さな円

い名札のみが唯一の頼りであった。お互に固い握手を交し，長い閣の友情を

現実に温めた。各国人の間lζカト日ックの僧侶達が真紅のガクンをまとい入

乱れている様は，一幅の美しい絵巻を見るようであった.

学会の行われたゴノレクェイは避暑地と して知られる小締麗な街で，美し

いホテノレが沢山並び，町の辻々には学会

場への方向を示した球部質の堅牢な標識

が設けられ，又見知らぬ人もIIIIζ乗せて

くれる等 11庁全体が我々を歓迎してくれ

るようであった。会場ーのゴノレクェイ大学

はチュードノレ ・ゴジyク式の教会かお域

を思わせるような石造の娃物で，奇妙な

屋根のド ームが注同をひいた。たいして

大きいものではなかったが，カト リック

の大学だけあって壮厳な宗教的雰囲気が
ゴルウぉ 一大学

滋く ，落着いた大学であった。設備の点は電気も暗く ，演題の表示板もなく

(但し之は外国では普通のようである)，国際学会の会場としては平均々貧弱で

あったが， 国及び大学当局の熱意が之を制iった。 会場の一隅で Historical

Exhibition， Trade Exhibition (別報参照)，映画会等が行われていた事は日本

の学会と同じであったが，各国段々な貨幣を交換する為，銀行が特設されて

いる点は，如何にも国際学会らしかった。学会は8月13日から 19日迄，7 

日開花亙って行われ，27 カ国 - 約 300 人の海深学者が1，/-~った。 13 日午前 9 時

半 LEMASS通産大臣の技拶，PRESTON博土の海藻化学の特別議決{ζよって蒜

が落され，総物 ・化学 ・利用の各部門{ζ分れて活滋な研究発表があり，小生

も FELDMANN博土座長の下に「日本のアオノリ」について講演した。 日本
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でj析機lζ盛大lζ海部を養殖し，食用とする事[乙先ず長17同を浴びて多数の質問

を受けた。又カラー ・スライドで映写した日本独特の美しい海苔場風景，漁夫

の服装等花田をみはった。乙の日午後には DIXON(英l，POWELL (英l，HAXO 

(米)氏の夫々 Pterocladia，Fucus， Macrocystis等に関する講演があったロ

又乙の夜政府主催の盛大なレセプνョンが行われ，との際ダノレスがつまみに

供せられた(別報参!1RL 14日は利用及び植物，15日は化学関係の熱心な研

究発表が昼間続いた。一般に欧洲の研究は規模は左程大きくないが，その深

奥さに感心した。 14日夜はセン ト・パトリック小学校でワνシト γの WAL-
FORD t~ì- 上の “The sea as a potential source of food"とj越する公開講演があ

り，パデ λ カーブより保影された美しい海底生物の生態映画等が映写され，

食糧源としての海の価値について種々の而から示唆を与・え，中CHζ日本の海藻

利用に多大の関心を:寄せた。 15日夜lζは各部門別の晩餐会が行われたが I}式

立の最初lζ日本のそも:柑を使ったコクテルが出され，智し故国のl床を俊しんだ。

乙の席上，海t:i'i学者であり又首相令嬢

である DEVALERA女史の好意で，2 

人の美しい女流音楽家が招かれ，竪琴

の伴奏で哀調lζむせび泣くようなアイ

ノレラジド歌曲を聞かせてくれ，一間更

けゆく夜を惜しんだ。

快晴{と忠まれた 16日はカ ローリ

エ， ドーレン両海岸lζ採集エクスカ-

V ヨジが行われたc パスで坦々たるア

スファノレ トの道を函走する事 1時間余海部J%Y.a会指導中の M.DE VALERA 

女史 (Salthill海岸にて)
乙の辺は一面の泥J災地で，その巾の小

さな沼辺で Erirciurと言う植物を皆で採集する。 とは北米に分ィpする植物

で，欧i州では非常iζ珍しい。更にパスでカローリエ海岸lζ行き日本lこない多

くの海部をも採集した。次rc訪れたドーレソ海岸はイジそが一面に分布し，
ζ の附近のセント ・7 ・Jクダラ小学校の壁は，すべて之で出来ていたのには

日ifいた(別報参照)0 17日には速く AranIslandとMiltonMallコayへの採集

会も行われ， また 18日には IntertidalEcologyのνγポグクムがあって

BURROW氏，CONWAY氏， DE VALERA女史， VlRV1LLE氏等の多数の研究発

表があった。
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学会終了後，再びダブリ :/1ζ戻り，

Trinity Collegeを訪れた。乙の大学は

1591年創立の古い歴史と伝統を持ち，

College greenの東側K古色蒼然として

横たわり，その Libraryは特IC名高い。

中庭中央l乙アーチ状のドームがあって如

何lとも欧州1の大学らしい。更に奥へ進む

と，ったのはった二階，悠の植物学教室が

あり，此処lとHARVEYの Herbaril1mを

29 

Trinity College 

所蔵し，Australiaの標本や，WRIGHTの採集した日本の標本もあって興味

深かった。 Typespecimenとしては Polysiρhonia9種(内，日本にも産す

る種類は P.forciρala HARVEY， P. concellαla HARVEY等)，Dasya 6種，

Polyzonia 2程等がある。乙乙の WEB日教授は相憎不在であったが，助手の

ROBERT氏が既に手紙で依綴しておいた標本を，机上に並べて待っていてく

れたのには恐縮した。

(2) アイルランドから再び英国へ

ダプリンから AerL:ngus機でエジンパラに向う(線建の為グラスゴー

に着陸し，パスで行くL乙のIIIjは古風な城下町で，中央lとλ ココ ト・モニュ

メントの鈴えたつプリンセス ・ストリ ート は特に美しいeζの通りの北側は

近代的なR耳目J，レストラ γ等がずらりと並ぶが，南似.IJは堀(美しい芝生と花

壇になっている)を隔てて向台となり，rj:Ji量的な古城や教会等が3Fの如く浮

んでいる。折からのエジツパラ祭でホテノレの予約が困難を極めたが，植物園

の HENDERSON氏の好意でやっと古風なホテルの一室lζ落着いた。その翌日

から RoyalBotanic Gardenの研究室に通い，GREVILLE Collectionの多くの

標本を検べた。 Polysiphoniaでは P.Brodiaei (DJLLWYN) GREVJLLEの

Isotype， P. urceolala (DII.LWYN) GREVJLLEの多くの forma，Gelidiumの

type 2種等もある。 JJI}莱庫は英国産(Irelandをも含む)のものと，他地方産

のものとに大分類され，非常に整理が行届いている。名々一定の11頂序の下に

整然と纏められ，type J..えび重要標本は，上下に赤い線の入った特別の type

cover Iζ入れられ，索引も行届き峻一つない。岡許m:・も完備した立派なもの

であった。藻類専攻学者は目下いないが，前記の HENDERSON氏(Cryptogams

専攻)，GREEN氏 (Phanerogams専攻)，PRENTICE燥が心から抱く迎えてく
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れた。止~物はあまり新しくないがよく手入され， 新鮮な気分lζ満ちている。

乙の植物園関係者で祖国の為lζ出征し，戦死した人々の名が，入口正而の壁

の大型石にメモ リアルとして刻んであったのも印象的であった。 HENDERSON

氏宅(前庭lζ桜あり)でータを過したが，役は同じ専攻の日本の友とtfIりに交

際したがっていた。

エジンパヲ滞在中，郊外のlnverskにある海藻研究所を訪れたが，此処は

丘の上の別荘を思わせる様な研究所であった。所長 WOODWARD博士はパリ

t毎泌研究所内の展示室
(Inveresk) 

-， ilI売の為忙しく ，海磁化学専

攻の BOOTH氏の案内で所内を

見学したが，斡国留学生が l名

いて，久しぶりに同本語で話し

た。現在 ζの研究所は化学方面

の研究lζ重点が移行し，門lζは

"Authur D. LITTLE Research 

Institute"と“Instituteof Sea-

weed Research"の2つの看板

が掲げてあった。入口のグス、ト

ブック lζサインをした時，山田 l.Jj橋両先生のサ インがあって非常に熔しか

った。展示室IζはJJ，'}莱の他，生の海藻が大きなガラス・パット lζ入れられ，自

然の生態を見せる努力is払われていた。 λイッテを入れるとパッ トの下から

照明され，E7duomorρhaintestinalis， Harydrys siliquosa， Ascoρhyllum 

17odosmn， Fucus 1Jesiculoszes， Rhodymeniaρalmata， Porρhyra umbilicalis 

等18極が浮き出した様!とみえた。

又褐部類の利用についての展示箱

や，アルギン酸を利用した種々の

商品の展示等もあった。午後採集

の為 BOUTH氏が雨lいをも厭わず

North Berwick海jr~ Iζ案内してく

れた。沿道の Aberlandy海岸ICは

延々としてコンクリ ート ・ブロッ

クが-:rIJ!C多数並び干~H~の I~を抱

かせたが，之は tanktrapsと称
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し，大ii集中独軍のタック上践を防ぐ為耐えたものだと言う。目的地lζ着くと

幸lζも雨はあがり，乙の辺一帯の海岸ICはFucus，Himanthaliaの17下落が続

き壮観であった。又向い側の BassRock島lζは Gannetと称する烏が多く

桜息し，その為lζj誌が白く見えるI主であった。

想い出多き古都エジンパラを後にして，BEA機で再びロンドンIζ向つ

た。 ロソド γの街は主尽くくすんだ古めか

しい建物がずらり と立並び，如何にも n

の旋する事なき老大国の哲都らしかった，

此処lζは有名な Museumが余りにも多

い。部類学関係としては KewGardens 

のHerbariumとBritishMuseumを訪

れた。 Kewの大研究室は中央部は上迄

通しの広いホーノレになっており，各階と

も窓側がコンパー トになり，共処ICIJIt-業

主iiと研究机が並び，隅の方の 2つの蝶波

一一一一守ーー句ーーマ

Kew gard巴nsのHerbarium
(London) 

階段が各階を>ili結している。 此処[とは， 日本近海lζも産する Polysiρhonia

abscissa HOOKER et HARVEYの typespecimenがある。又 DAWSON TURNER 

の古い標本がHerb.HOOKERとして良く保存され，本邦及び近海産のもので

type specimenとなっている 5argassumの重要探*(5. enerve C. AG.， 5. 

Horneri C. AG.， 5. tatens C. AG.等)がある。乙の他 Gelidiumの標本も多

いが，就中 TURNER著 Fuci(1819)の原本を検べ，との中の Fucuscornsus 

(=Gelidiurn corneurn)の図版代り!と Originalspecimenを見る 乙とが出来

たのは望外の苔びであった固此処では，折悪しく土H訟の休口にかかったが，

DICKINSON媛の好意でこの日も研究を許された。すぐ前の植物園は乎入がよ

く行届いて清潔を極め，座一つ落ちていない点は国民の向い公徳心を物語る

ものであろう。一方BritishMuseumは市内2カ所!乙分れ，海115は Cromwell
Road にある NaturalHistoryの部にある。 ζ の主J!物は第二次大戦で爆製を

受けたが，現在すっかり復興してゴジック式の尖階が高 くtf:え，壮大なもの

であった。 此処の 6 階 lζ は海老茶色の }JI，~柴田iが一斉に並び， 多くの Poly-

SIρhonia， Gelidiumのfll本を蔵し如何にも英国らしい底力を見せていた。海
藻関係の CHAMBERLAIN娘は結婚して BUTl.ER女史となり，ゴノレクェイで既

lζ顔期1¥染の間柄であったので心易く種々の便宜を与えてくれた。(続く)

(三認瓜立大学水産学部)
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